
平成 23 年度の主な事業

の実現のために
　町の指針である、第四次総合計画（平成 18 年度～平成 32 年度）の５つの施策の大綱に基づ
き、平成 23 年度の主な事業を分類し、紹介します。

地域会館耐震事業 ( 長者町老人憩の家） 7,610 千円
津波避難誘導標識設置事業 162 千円
町内 24 地区ＡＥＤ配備事業 4,800 千円 
  
  
  
  
  
  
  
住宅耐震改修促進事業 3,167 千円
防災士※養成事業 309 千円
※防災に関する十分な意識・知識・技能を有すると認められた人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資格認証者）

救急医療情報キット※配布事業 253 千円
※個人の救急医療情報を冷蔵庫に保管しておく容器等
消費者行政活性化事業 2,157 千円

保育園待機児童対策事業 20,000 千円
（サンキッズ大磯の増改築）  
小学３年生用社会科副読本改訂事業 1,077 千円
子ども手当等支給事業 627,607 千円
小児医療費助成事業 69,727 千円
母子保健事業（妊婦・乳幼児健康診査など） 18,641 千円
特定不妊治療費助成事業 500 千円
高齢者福祉計画策定事業 293 千円
町内 24 地区健康相談事業 270 千円
大磯健康体操策定事業 716 千円
子宮頸がん・肺炎球菌・ヒブワクチンの接種事業 32,050 千円
こころといのちのサポート事業（自殺防止対策） 403 千円
障害者福祉サービス等地域拠点事業所補助金 424 千円
（３市２町広域事業）  
障害者計画（改訂版）策定事業　  
町営月京住宅建替事業 333,103 千円
（平成 22 年度～平成 23 年度継続事業） 

地域会館整備事業 74,874 千円
（（仮称）台町会館新築工事）  
卓話集会の開催  
図書館町史資料電子データ化 5,371 千円
（緊急雇用創出特別対策事業）  
特別職（三役）の給与削減 △16,740 千円

町村情報システム共同運営事業 4,272 千円
※共同化によりシステム費用の低減化や業務の効率化を図る  
就業管理システムの導入 857 千円
（職員管理とセキュリティ強化）  
消防救急デジタル無線の共同化事業 1,345 千円

環境基本計画策定事業　  
ごみ処理広域化事業 248,415 千円
（高効率ごみ発電施設整備・運営事業費負担金）

剪定枝・廃食用油収集・処理事業 13,704 千円
高齢者世帯等ごみ戸別収集事業 3,822 千円
住宅用太陽光発電設備設置費補助事業 4,160 千円

国府中学校改修事業 ( グラウンド改修工事） 92,364 千円
大磯小学校改修事業 ( グラウンド改修設計） 2,180 千円
教育振興推進事業 7,709 千円
（小学校 35 人学級編制２年生まで）

生涯学習推進事業 2,977 千円
子ども読書推進事業 705 千円
文化祭開催事業 701 千円

幹線 27 号線整備事業（整備工事） 40,500 千円
有害鳥獣対策事業（電気柵等設置費補助など） 1,556 千円
荒廃農地対策事業 63 千円
観光啓発・宣伝事業 314 千円
（観光キャラクター製作（アオバト））  
旧吉田茂邸再建事業 25,462 千円
大磯港再整備事業（大磯港周遊クルーズ） 3,000 千円

▲ＡＥＤ（自動体外式除細動器）

▲アオバト
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「紺碧の海に緑の映える住みよい大磯」

　

情
報
を
開
示
、
共
有
し
、
話
し
た

こ
と
の
大
切
さ
を
い
つ
も
心
に
持
ち
、

町
民
の
皆
様
か
ら
経
験
と
英
知
を
い

た
だ
き
、
町
民
が
心
を
一
つ
に
し
て

目
的
を
達
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
取

り
組
ん
で
き
た
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、

目
的
や
採
算
性
、
実
現
性
な
ど
の
内

容
を
精
緻
に
検
討
し
た
上
で
、
継
続

し
て
い
く
事
業
や
見
直
し
を
図
る
事

業
に
つ
い
て
、
皆
様
と
と
も
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
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ま
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公
約
と
し
て
掲
げ
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「
医

療
」、「
福
祉
」、「
教
育
」、「
産
業
」、「
ま

ち
づ
く
り
」
に
お
け
る
政
策
や
事
業

を
実
現
し
て
い
く
と
と
も
に
、
山
積

し
て
い
る
課
題
や
問
題
な
ど
を
一
歩

一
歩
、
議
会
と
と
も
に
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
具
体
化
し
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
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厳
し
い
財
政
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
踏
み
出
さ
な
け
れ
ば
何
も
で
き

ま
せ
ん
。
財
政
の
健
全
化
や
地
域
経

済
の
発
展
、
ま
た
、
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
邁
進
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

保
健
師
や
栄
養
士
な
ど
が
町
内
24

地
区
に
出
向
き
、
健
康
相
談
な
ど
を

行
う
「
お
あ
し
す
24
」
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
中
郡
医
師
会
な
ど
の
関

係
機
関
や
平
塚
市
、
二
宮
町
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
一
次
、
二
次
救
急

医
療
体
制
の
維
持
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
第
４
期
大
磯
町
高
齢
者
福
祉
計

画
」
に
基
づ
き
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
方
等
に
対
す
る
「
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
、
在
宅
高
齢
者

支
援
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
低
所
得
者
に
対
す
る
住
宅

対
策
と
い
た
し
ま
し
て
、
町
営
月
京

住
宅
の
建
替
事
業
を
進
め
て
い
く
と

と
も
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想

に
基
づ
き
、
だ
れ
も
が
安
全
で
快
適

に
移
動
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
を
目
指

し
、
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

施
設
整
備
と
し
て
、
国
府
中
学
校

と
大
磯
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
園
の
待
機
児
童
解
消
を
目
指

し
、
民
間
保
育
園
で
あ
る
「
サ
ン
キ
ッ

ズ
大
磯
」
の
園
舎
の
増
改
築
に
対
す

る
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、
駅
周
辺

に
お
け
る
保
育
の
設
備
に
つ
い
て
の

検
討
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
作
物
の
被
害
が
深
刻
化
し
て
い

る
た
め
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥

獣
対
策
と
し
て
、
農
家
の
自
衛
策
に

対
す
る
支
援
制
度
の
創
設
や
捕
獲
器

の
増
設
を
行
う
と
と
も
に
、
他
地
域

で
の
実
施
成
功
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
効
果
的
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し
て

幹
線
22
号
線
及
び
幹
線
27
号
線
の
整

備
事
業
や
幹
線
28
号
線
の
歩
道
整
備

事
業
な
ど
、
西
部
地
区
の
道
路
を
重

点
に
道
路
網
の
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

政
策
課　

☎
内
線
２
０
５

平成23年度

　中﨑町長は、２月 18 日の町議会本会議において、平
成 23 年度の施政方針演説を行い、「医療」、「福祉」、「教
育」、「産業」、「まちづくり」の政策や事業を実現させて
いかなければならないと熱い思いを述べ、強い決意を表
明しました。
　なお、施政方針の内容は、町民情報コーナーや町ホー
ムページでご覧いただけます。

町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
（
抜
粋
）

【
福
祉
】

【
医
療
】

【
教
育
】

【
産
業
】

【
ま
ち
づ
く
り
】

開かれた町政運営を目指して

せ
い
ち

ル
ビ
あ
り

　　安全で安心なあたたかみのあるまちづくり （町内 24地区健康相談事業「おあしす 24」など）

　　町民の力や知恵が集まるまちづくり （地域会館の整備など）

　　人と自然が共生する循環のまちづくり （ごみ処理広域化事業など）

　　心豊かな人を育てるまちづくり （国府中学校グラウンドの改修など）

　　個性と魅力と活力のあるまちづくり（旧吉田茂邸再建事業など）

広報おおいそ　平成23年4月3




